
 

  

   

富山八雲会 秋の公開セミナー 

  ハーンの世界にふれる 
   東西文化に資した小泉八雲の創作の源 
 

  日 時 平成28年11 月19日（土）受付13：00～ 開会13：30  
 

    場 所 富山大学附属中央図書館   ※ 玄関ロビーにご集合ください 
 

             資料代等 一般 300円 （富山八雲会員無料） 
 

 

    

 

ラフカディオ･ハーン 
愛称 ヘルンさん 

日本名 小泉八雲 

1890年（明治 23）来日、松

江中学・熊本高等学校・東

京帝大･早大で教える 

『日本の面影』『怪談』

『神國日本』他､著書多数 

 愛弟子の田部重次と、兄

の南日恒太郎のゆかりで、

蔵書が富山大学に 

富山八雲会は  
富山大学ヘルン文庫の調査･

普及、東西文化交流を学ぶ団

体です 公開セミナー、月例会

(輪読会･企画等)を開催、『ニュー

ズレター』『へるん倶楽部』等を

届けます。年会費３千円､大学生

以下無料。 

 
WEBページに 

アクセス→ 

主催 富山八雲会  

「日本の妖精物語」 
JAPANESE FAIRY TALE 

外国人用土産として日本のおとぎ話を翻

案､英語や各国語に飜訳された。浮世絵が美

麗。縮れた紙から縮緬本と呼ばれる。ハーン

は５冊を執筆。 

ヘルン文庫で 

見てみよう 
富大附属中央図書館 
 


